
Press Release 

 1 / 4 

 

配布先：文部科学記者会、科学記者会、名古屋教育記者会 

 

2024年12月２４日 

報道機関 各位 

 

 

【本研究のポイント】 

・米国人と比較し、日本人は共感的関心（困っている人への同情や思いやり）が低く、精神

的に苦しんでいるときに社会的支援を求めにくい。 

・本研究は、共感的関心が高いと他者の利他的な行動を期待しやすく、また社会的支援を

求めやすいことを明らかにした。 

・日本人の共感的関心の低さの背景に、苦しみをその人間の社会規範や秩序からの逸脱

による報いとして解釈する傾向があることを示した。 

・本研究成果は、文化と共感が関わる支援行動のメカニズムの理解を深め、社会的支援を

求めるための介入策に寄与することが期待される。 
 

【研究概要】 

一橋大学社会科学高等研究院の鄭 少鳳（テイ・ショウホウ） 講師（研究当時 名古屋

大学大学院情報学研究科・博士後期課程学生）と名古屋大学大学院情報学研究科の石

井 敬子 教授の研究グループは、日本と米国の一般人参加者を対象とした研究によ

り、精神的に苦しんでいるときの社会的支援の求めやすさに文化差があり、共感や他

者の利他的な行動への期待が関与していることを新たに発見しました。 

他者からの励ましやアドバイスに代表される社会的支援は、精神的に苦しんでいると

きに有用です。過去の研究は、他者との協調的な関係を維持していくことが重要視さ

れている日本文化では、社会的支援を求めることによって協調的な関係が損なわれる

ことへの懸念が大きく、人々はむしろ支援を求めにくいことを示しています。 

本研究は、新たに共感的関心による影響を検討しました。困っている人への同情や

思いやり、そして他者の利他的な行動への期待は、日本よりも米国で高く、そして社会

的支援を求めやすくすることを明らかにしました。さらに、困難や精神的苦痛を「社会

規範や秩序を逸脱・違反した報い」として理解する傾向が米国よりも日本で高く、しか

もこれが共感的関心を低めていました。 

本研究の知見は、困難や苦痛に関する文化特有の解釈の仕方を考慮した上で、共感

的関心に着目した社会的支援を求める介入策の必要性を示唆し、人々の心身の健康の

回復・維持に寄与することが期待されます。 

本研究成果は、2024年10月14日付、米国心理学会発行の学術雑誌『Emotion』

のオンライン版に掲載されました。 

日本人は困っている人への同情が低い 
～社会支援行動と文化的背景の関係性を解明～ 
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【研究背景と内容】 

社会的支援（他者からの助けや感情的な支え）は、ストレス軽減や精神的・身体的健康に

重要な役割を果たします。しかし、社会的支援の求めやすさは文化によって異なります。

例えば、日本人を含む東アジア人は、欧米人よりも社会的支援を求めることに消極的であ

ることが知られています。これまでの研究は、対人関係の調和を重視し、他者に負担がか

かることによってその調和が壊れることの懸念といった文化的な特徴に注目しています。

しかし我々の研究チームでは、このような関係懸念に加え、共感的関心（困っている人へ

の同情や思いやり）による影響について着目してきました (Zheng et al., 2021)。 

本研究では、3 つの日米比較研究を通じて共感的関心による効果を確認するとともに、

共感的関心が高いことによって他者の利他的な行動への期待も高くなり、それが社会的

支援の求めやすさを促す可能性、および東アジアに代表される集団主義文化において顕

著な「社会規範や秩序を逸脱・違反した報い」として困難や精神的苦痛を理解する傾向が

共感的関心の文化差を説明する可能性について検討しました。 

実験 1 では、527 名の米国人参加者と 522 名の日本人参加者が 3 つの尺度（共感

的関心、他者の利他的な行動への期待、ストレス時に社会的支援を求める程度）に回答し

ました。実験 2 では、398 名の米国人と 381 名の日本人に対し、共感的関心や他者の

利他的な行動への期待に加え、ストレスの高い出来事からなる 5 つの仮想状況における

社会的支援の求めやすさ、さらには社会規範や秩序を逸脱・違反した報いとして困難や精

神的苦痛をどの程度理解するかを尋ねました。いずれの実験でも、日本人と比べて、米国

人は共感的関心や他者の利他的な行動への期待が高く、それらが高いほど社会的支援も
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求めやすいことがわかりました（図 1）。また、米国人と比べて、日本人は「社会規範や秩序

を逸脱・違反した報い」として困難や精神的苦痛を理解しやすく、そしてそのような理解を

しやすい人ほど共感的関心が低くなっていました（図2）。さらに201名の米国人と214

名の日本人が参加した実験 3 において、共感的関心を高めるような課題（他者に対して

同情や思いやりを強く感じた過去の経験を思い出して、その内容を記載してもらう内容）

を受けた約半数の参加者は、文化にかかわらず、残りの統制群の参加者よりも社会的支

援を求めやすくなりました。 

 

 
 

図 1. 文化と共感が関わる支援行動のメカニズム 

 

 

 
 

図 2．困難や精神的苦痛に関する理解が共感的関心の文化差を説明する 

 

【成果の意義】 

日常生活において直面する困難や精神的苦痛、そしてストレスフルな出来事に対して適

切に対処することは、心身の健康を維持する上で重要です。その対処法の 1 つとして、他

者からの励ましやアドバイスに代表される社会的支援があります。しかしその支援の求め

やすさは、人々が暮らす文化環境における関係性のあり方に大きく影響を受けます。関係

調和を重視する東アジア文化の特徴を背景に、従来、指摘されていたのは、関係懸念（他

者に支援を求めることの負荷によりその対人関係が壊れてしまうことの恐れ）による関与

でした。 

本研究では、これに代わる新しい可能性として、困っている人への同情や思いやりとい

った共感的関心による効果を検討し、共感的関心や他者の利他行動への期待が日本にお

いて低いこと、共感的関心の低さの背景に困難や苦痛に対する文化特有の解釈が関連し

ていることを明らかにしました。そして本研究の意義として、このような理論的な新しさ
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に加え、共感的関心を高めるような介入策が社会的支援の要請を容易なものとし、その

結果心身の健康の維持に寄与する可能性を示した点も挙げられます。 

本研究は、科研費（21J13794, 23K18974）の支援のもと行われました。 
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